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まちの話題

新鮮な野菜や特産品などが豊富に並ぶ店内

新鮮野菜や特産品がずらり
「直売所さんさろ」がオープン

　宮守町鱒沢の国道１０７号と同２８３号が交わる場所に

４月１日、直売所「さんさろ」（菊池 洋  子 店長）がオー
よう こ

プンしました。オープニングセレモニーには協力会

員や地域住民など５０人が出席。菊池 祐  幸 代表は「多
ゆう こう

くの人が気軽に立ち寄れるお店を目指し、地域の活

性化のため従業員一同頑張っていきたい」とあいさ

つ。関係者でテープカットをして開店を祝いました。

同直売所は、昨年１０月まで同所で営業していた直売

所「ひまわり」を引き継ぎ再オープン。店内は地元で

生産された新鮮な野菜、特産のワサビや加工品のほ

か工芸品などが豊富に陳列され、開店直後から多く

の利用客でにぎわっていました。

個性豊かな創作組曲を披露
音工房がコンサートを開催

　市内の音楽グループ「音工房」のコンサート「 栄  枯 
えい こ

～ 時 の
とき

 方向 をみつめて～」は４月１８日、市民セン
な が れ

ター大ホールで行われ、訪れた観客４００人は、オリ

ジナル曲やたくさんの演出を楽しみました。コン

サートではギターやバイオリン、琵琶など和洋さま

ざまな楽器を使い、個性豊かな９曲を披露。このほ

かパントマイム、創作舞踊を組み合わせた創作組曲

などの演出が舞台を彩りました。 始  閣  悦  子 さん（３８）
し かく えつ こ

＝松崎町＝は「音楽だけではなく、たくさんの演出

もあり最後まで楽しめました。こんなに楽しい活動

をしている団体が遠野にあるとは驚きです」と関心

した様子で話していました。 息の合った演出を披露する音工房のメンバー
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春の景色を楽しみながら目的地を目指す参加者

歩いて知る遠野物語の世界
遠野お遍路ツアーを初開催

　市内の神社仏閣などを巡り遠野物語の世界に触れ

るツアー「遠野お遍路物語」は４月２４日に開催されま

した。新しい滞在型観光メニューをつくろうと市観

光協会などが初めて企画。

　南部神社から早池峰神社までの２８州を徒歩で巡る

コースと、バスで遠野七観音を巡る二つのコースに

市内外から４４人が参加しました。徒歩コースの参加

者は、そろいの白衣、すげがさ姿で春の景色を楽し

みながら目的地を目指しました。秋田県から参加し

た柴田 千  代  治 さん（６７）、より 子 さん（６１）夫妻は「か
ち よ じ こ

やぶき屋根の民家や、すぐそばに見える山の景色の

風景がとても気持ちいいです」と話していました。

広報遠野● ２０１０-０５

中学生の手で１００周年をＰＲ
修学旅行先で販売体験学習

　青笹中学校（昆 芳  男 校長）の３年生２９人は４月６日、
よし お

修学旅行先の東京で地場産品の販売体験を行いまし

た。職場体験学習の一環で行っているこの活動は、

昨年に続き２回目。生徒たちは、都内のアンテナ

ショップなど３カ所に分かれて暮坪かぶやプリンな

どの特産品を販売したほか、遠野物語１００周年のの

ぼりやポスターを手に、街頭で遠野をＰＲ。観光名

所や学校の活動を紹介した手作りのパンフレットも

配り、遠野の魅力を売り込みました。

　修学旅行実行委員長の 今  野  大  成 君は「東京でも遠
いま の だい せい

野を知っている人が多くびっくりしました。遠野の

ＰＲに貢献できてうれしいです」と話していました。 元気に声を張り上げ、遠野をＰＲする生徒たち[青笹中提供]

　『遠野物語』発刊１００周年観光キャンペーン・キャラ

バン隊は４月１６日、盛岡市などを巡り１００周年事業

をＰＲしました。市役所前で行われた出発式で総隊

長の 運  萬  治  男 さん（６１）＝土淵町＝は「カッパやザシ
うん まん はる お

キワラシの力を借り、いいお知らせができるようオ

シラサマを信じてＰＲしてきます」と元気に決意を

表明しました。

　その後、ボランティアの語り部や観光ガイドなど

からなる総勢２３人は、かっぱ・ざしきわらし・おしら

さまの３隊に分かれて市役所を出発。県内の報道機

関や旅行会社などを訪問し、「遠野さ、おでんせ」と

遠野弁で呼び掛けていました。

みんなで遠野さ、おでんせ
遠野物語発刊１００周年ＰＲ

「カッパ釣り」姿でＰＲの決意を述べる運萬総隊長

　旧大出小・中学校の校舎を活用した地域おこしに

取り組んでいる「遠野早池峰ふるさと学校」運営委員

会は４月８日、市観光協会へ木製のつえを寄贈しま

した。また、「で・くらす遠野市民サポート会議」は、

つえ置きを寄贈しました。

　寄贈したつえは『遠野物語』の話数にちなんだ１１９

本。同学校運営委員の佐々木 良 
りょう

 一 さんが集めた枝を
いち

加工し、佐々木 豊 さんが焼印を押印して完成させま
ゆたか

した。豊さんは「このつえが遠野物語発刊１００周年に

花を添えられたらうれしいです」と話していました。

つえとつえ置きはふるさと村のほか、千葉家や五百

羅漢など市内の観光施設に設置されています。

遠野の旅行はつえと一緒に
ふるさと学校がつえを寄贈

１１９本のつえを手渡す佐々木豊さん（右）と佐々木良一さん
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